
No.45 福島県檜枝岐村（中間支援組織づくり・人材育成等）

【目的】
昨年度実施した地域おこし協力隊制度の活用に向けたワークショップ等をいかし、より制度を活用することや地域課題解決の

ため、中間支援組織設立に向けた検討や地域内の人材育成を図ることで地域活性化を目指す。

【内容】
〇中間支援組織設立に向けた設計や関係者との協議・意見交換会を実施
〇行政、民間事業者との先進地視察コーディネート
〇役場若手職員を中心とした地域活性化に向けたワークショップを開催

【成果（見込み）】
〇中間支援組織設立に向けた村内での合意形成の推進と若手職員による地域活性化事業の検討
→役場、民間事業者との中間支援組織の有効性についての確認や設立に向けた協議を重ね、組織の設立を目指す
→昨年度に続き地域おこし協力隊の制度と運用のアドバイスによりR８年度より１名の協力隊員採用予定
→役場若手職員とのワークショップにより行動を促し、地域活性化につながる事業を行う

地域力創造アドバイザー 石井 重成氏（A530）

活用分野 関係人口の創出・拡大、移住・定住促進、地域づくり人材の育成・教育、自治体経営イノベーション

活用期間（頻度） 令和６年度～令和７年度（月１回程度）

キーワード ＃地域おこし協力の推進 ＃官民パートナーシップ ＃EBPMに基づく政策立案

先進地視察
若手職員との
ワークショップ
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